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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文は、インドネシアで 30 年間にわたり供給されてきた、簡素住宅と称されるローコスト住宅について、その
成立と展開の過程を明らかにするとともに、事例調査を通じて、居住世帯の属性、住宅改善行動等を把握し、今後の
途上国住宅政策を検討する上での基礎的知見をとりまとめたものである。得られた結果を要約すると以下のとおりで
ある。 
⑴簡素住宅は、その基本的性格において「一般的インドネシア人家族の住宅モデル」であると同時に、政府職員等へ
の住宅取得支援制度を包含したものとして成立し、生産供給においては、標準化、大量生産された国内建築材料を用
い、プロトタイプに基づく住宅を計画的住宅地の開発を通じて供給しようとしたものであることを明らかにしている。 
⑵1980 年代後半より、政府職員等に対する優遇措置の廃止、政府による住宅取得支援策の小規模住宅への特化によ
り、簡素住宅は相対的により所得の低い層のための住宅としての性格を強めていったことを指摘し、あわせてこの過
程において国際援助機関が指導的役割を果たしたことを明らかにしている。 
⑶経済発展に伴い住宅供給市場全体も拡大するが、依然として世帯数に比べ必要住宅数が不足する一方、特に大都市
圏近郊において空家が顕在化するなど住宅市場の矛盾が生じていることを明らかにし、また簡素住宅の後継住宅であ
る健康簡素住宅が、特にその政府による住宅取得支援策において、国際援助機関の影響のもと、より金融市場と親和
性のあるシステムに変更されたことを指摘している。 
⑷ジャカルタ大都市圏の健康簡素住宅開発地の事例調査を通じ、当該住宅が、若年労働者家族の生活基盤として機能
していることを確認し、あわせて活発に行なわれている自力的な住宅改善行動の内容を明らかにしている。 
⑸これらの知見を踏まえて、簡素住宅システムの意義と限界を整理するとともに、今後の途上国住宅政策について、
望ましい住宅像の確立と普及、及び住宅市場の発展段階と住宅生産供給の視点から考察し提言を行なっている。 
 以上のように、本論文は、インドネシアにおけるローコスト住宅供給に着目して、その歴史的経緯を明らかにする
とともに、低所得者住宅供給政策と市場との関わりについて新たな視点から考察することを通じて、途上国住宅政策
の検討に資する知見を得ており、ビジネスエンジニアリングの発展に寄与するところ大である。よって本論文は博士
論文として価値あるものと認める。 
